
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２３９０３

基盤研究(C)

2014～2011

チェコスロヴァキアとハンガリー間の住民交換にみる国民的地域的再編と記憶の継承

The Czechoslovakia-Hungary Population Exchange: National, Regional reorganization 
and Remembering its Memories

７０３６３９５０研究者番号：

山本　明代（Yamamoto, Akiyo）

名古屋市立大学・人間文化研究科・教授

研究期間：

２３５２０９０３

平成 年 月 日現在２７   ６ ２２

円     4,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、第二次世界大戦期に行われたチェコスロヴァキアとハンガリー間の住民交換と
ドイツ系住民のドイツへの強制移住による地域変容の社会的・文化的問題を考察した。ドナウ川以西地域での調査によ
ると、住民交換とドイツ系住民の強制移住とは相互に深く関連していた。両政府が意図する単一国民国家の構想に対し
て、実際の移住者たちは固有の地域的アイデンティティを有しており、経済的利害が優先する場合もあった。住民交換
で移住したハンガリー系住民、追放先から帰郷したドイツ系住民、避難民セーケイ人が混住した地域社会の再建は、各
集団が抱えた追放のトラウマと強制移住の経験の違いによる対抗意識によって困難な道のりとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to explore the social and cultural problems of 
regional change as a result of population exchange between Czechoslovakia and Hungary and the forced 
deportation of German residents to Germany during and after WWII. This research focusing on the 
Trans-Danube region, especially Baranya Prefecture had clarified the population exchange between 
Czechoslovakia and Hungary and the forced deportation of German residents were deeply linked each other. 
As opposed to the concept of both government on single nation state, the migrants had peculiar regional 
identities, and on a certain occasion they had put priority on an economical interest. In addition, it 
was difficult task to reconstruct the regional communities in which Hungarian-Czechoslovaks, the German 
inhabitants who returned home, and the szekely refugees from Bacska had suffered their own trauma of 
deportations and had fierce rivalry based on difference in their experiences of deportations.

研究分野：西洋史

キーワード： 住民交換　強制移住　第二次世界大戦　チェコスロヴァキア　ハンガリー　ドイツ系住民　アイデンテ
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、第二次世界大戦後に行われたチ

ェコスロヴァキアとハンガリー間の住民交

換について、ドイツ系住民のドイツへの強制

移住を含む東中欧における国民的・地域的再

編過程の中で再検討し、その問題点を解明す

ることを目的とする。 

住民交換とは、マイノリティ問題の解決の

ために、隣接する国家が一般的には協定によ

って、相互のマイノリティ住民を交換する方

式である（萩原直『東欧を知る事典』）。萩原

によると、世界史の中で初めて行われた住民

交換は 1923 年のローザンヌ協定に基づくギ

リシア＝トルコ間の住民交換である。第二次

世界大戦期の東中欧では複数の住民交換が

実施され、総計約 250万人が強制的／自発的

に他国へと移住し、各国マイノリティ住民の

再配置が行われた。本研究が対象とするチェ

コスロヴァキアとハンガリー間の住民交換

は 1946年に協定が調印され、両国市民約 10

万人が対象となった。 

 

（1）国内外の研究動向と位置づけ 

 チェコスロヴァキアとハンガリー間の住

民交換に関する研究は、国内では皆無である

が、1990 年代半ば以降、スロヴァキアとハ

ンガリー両国におけるナショナリズムの高

揚を背景に活発化している。公文書史料の公

開の進展も相まって、チェコとスロヴァキア

の公文書史料を使用したハンガリー系スロ

ヴァキア人研究者による住民交換に関する

ハンガリー語の資料集や研究書、回想録の出

版が相次いだ。中でも、ヴァドケルティ・カ

タリンは、膨大な公文書史料に基づき、1945

年以降に起こったハンガリー系チェコスロ

ヴァキア市民の強制労働、国内移住、ハンガ

リーへの強制移住、残った住民への同化政策

について詳細な研究を著わした。これに対し、

ダグマル・チェルネによる第二次世界大戦期

のチェコスロヴァキアとハンガリー間の外

交関係から住民交換の問題を考察した研究

と、ハンガリー政府の領土修正主義に対する

警戒感からチェコ人政治家主導の下に住民

交換が計画・実施された点を強調したヤー

ン・ボバークの研究は、当時のスロヴァキア

国民議会の政策の正当性を主張している。 

 前述したハンガリー系スロヴァキア人研

究者の研究成果を共有するハンガリーでは、

1990 年代以降、国境を越えたハンガリー国

民共同体の拡張に伴い、盛んに取り組まれる

ようになった周辺諸国のハンガリー系マイ

ノリティ研究の一部として、この住民交換の

研究を位置づけている。そのような中、注目

すべき研究は、18世紀に移住したスロヴァキ

ア系住民が集住するハンガリー南部に焦点

をあて、地域における住民交換の問題を考察

したクグレル・ヨージェフの研究である。こ

の視点から本研究の地域的再編を検討する

構想の示唆を得ている。 

これら両国における研究の問題点は、住民

交換による両国国民の「被害」を強調する論

調が支配的である点である。同時期に両国に

おいて実施されたドイツ系市民の追放とい

う「加害」の問題と住民交換との関連性はほ

とんど検討されていない。そもそもこの住民

交換はチェコスロヴァキアにおける国民の

同質化を目的として、ドイツ系市民とハンガ

リー系市民の国外移住計画として開始され、

ハンガリーではドイツ系市民の追放後の空

いた土地にチェコスロヴァキアから強制移

住したハンガリー系が移った。このような事

実があるにも関わらず、前述した住民交換に

関する研究だけではなく、「ズデーテンドイ

ツ人」の追放の「チェコ＝ドイツ和解宣言」

の過程を分析した矢田部順二も、ハンガリー

のドイツ系市民の強制移住を考察したティ

ルコフスキー・ロラーントも住民交換との関

連性については全く言及していない。そこで、

本研究は、チェコスロヴァキアとハンガリー

間の住民交換を両国におけるドイツ系住民



のドイツへの強制移住との関連性の中で捉

え直すことによって東中欧における国民

的・地域的再編過程を明らかにするものであ

る。 

 

（2）着想に至った経緯 

 本研究は、申請者がこれまでに行った 3つ

の研究から着想を得ている。一つ目には、科

研基盤研究（C）「ディアスポラ研究」に取

り組む中で、1920 年のトリアノン講和条約

によるハンガリーの領土分割後のハンガリ

ーとスロヴァキアの関係に影響を与える国

外移民・亡命者コミュニティの存在に注目す

る重要性を認識した。本研究の住民交換の政

策決定過程に、ベネシュの臨時亡命政府以外

に、批判的立場から影響を与えたアメリカ合

衆国政府、および同国内のスロヴァキア系、

ハンガリー系移民コミュニティ動向を検討

し、広く国際的視点から住民交換の問題点を

解明する必要がある。 

二つ目は、ハンガリー王国の移民史研究の

過程で、王国内のスロヴァキア語話者のアイ

デンティティの多様性、とりわけ地域的アイ

デンティティの多様性を認識した。住民交換

の対象となったハンガリー南部のスロヴァ

キア系は 18 世紀の移住後、各地に大小のコ

ミュニティを形成し、スロヴァキア国内のス

ロヴァキア系とは異なるアイデンティティ

を育んでいた。国民の同質性を追求した住民

交換の過程でエスニシティの多様性はいか

なる問題として現れたのかを検討すべきで

ある。 

三つ目は、ハンガリー南部の都市ペーチ市

の近現代史に取り組む中で、ハンガリー南部

では、第二次世界大戦後に追放されたドイツ

系市民の土地に、住民交換によってスロヴァ

キア南部のハンガリー系市民が移住した事

実を知った。しかしながら、既存の研究にお

いては、住民交換とドイツ系市民の強制移住

は個別の出来事として取り組まれている。こ

の両者の関連性を問うことが第二次世界大

戦後の東中欧における地域再編の実態の解

明には不可欠である。 
 
２．研究の目的 
本研究では具体的に次の 3点について取り

組む。 

a）国際的・国内的議論から住民交換の政策

決定過程を再検討する。住民交換の政策決定

の過程を両国のみならず、連合国のマイノリ

ティ保護の議論、チェコスロヴァキア国内の

議論、および国外の移民・亡命コミュニティ

の影響の点から検証し、戦後のチェコスロヴ

ァキアとハンガリーの国民国家建設の特質

を明らかにする。加えて、第二次世界大戦後

に両国において実行されたドイツ系住民の

強制移住との関連性の中で再検討する。 

b）住民交換に伴う地域的再編の社会的・文

化的問題を考察する。住民が交換されたスロ

ヴァキア南部とハンガリー南部に焦点をあ

て、両地域のエスニシティ構成の変化によっ

て生じた紛争、移住者の社会的適応、文化の

衝突と変容の問題を検討する。 

c）住民交換の記憶の継承と補償に関する調査

を行う。住民交換の記憶の継承の試みと補償

に関する議論を調査し、スロヴァキア南部と

ハンガリー南部の 2つの地域における住民交

換の記憶の共有の可能性を探る。これによっ

て、両国におけるナショナリズムの高揚に伴

う「被害」の強調ではなく、ドイツ系住民の

「追放」という「加害」を引き受ける地域の

記憶のあり方を探る。 
 
３．研究の方法 
本研究において対象とするチェコスロヴ

ァキアとハンガリー間の住民交換の分析枠

組みを構築したうえで、この問題を調査する

ために国内外において資料収集を行った。国

内では北海道スラブ研究センターにおいて、

国外ではスロヴァキア、ハンガリーを中心に、

この問題に重要な影響を与えたアメリカ合



衆国政府と各亡命・移民コミュニティの動向

についても、各国の国立文書館、国立図書館、

県文書館、歴史協会等において、関係文書と

当時の新聞記事の収集を行った。加えて、ハ

ンガリーにおいて、住民交換と強制移住の記

憶の継承に関する現地調査を行い、同時代の

記録や近年刊行された回想録の収集と体験

者のインタビューを行った。収集した資料を

精読・分析して、日本語論文以外にも英語論

文を執筆した。合わせて国内外で学会報告を

行った。最終的には研究書にまとめる予定で

あり、現在執筆中である。 

 
４．研究成果 
本研究の成果は下記に記すように、総論的

内容と個別の事例に取り組み、学会発表と論

文の発表によって行った。以下に主要な論

文・研究成果の内容を紹介する 
 
(1) 「第二次世界大戦後ハンガリーにおけ

る住民交換と強制移住―ドナウ川以西地域

を中心に―」 

  ハンガリーにおいて両国間の住民交換

が最も盛んに行われたのは、ハンガリー南東

部のベーケシュ県だった。18世紀以降にスロ

ヴァキア人の入植が行われ、スロヴァキア系

住民が多数居住していた地域である。住民交

換によって移ってきたハンガリー系チェコ

スロヴァキア人は、スロヴァキアへの移住者

の残した土地や追放されたドイツ系住民の

土地を得ることになった。 

 他方、ドナウ川以西地域であるハンガリー

南西部では、トルナ県とバラニャ県を中心に

ドイツ系住民が多数居住する地域だった。

1946 年から翌年にかけてドイツ系住民が追

放された結果、その空いた土地に両県には住

民交換による 13,000 人以上のハンガリー系

チェコスロヴァキア人が移住することにな

った。ハンガリー政府の移住委員会が、住民

交換によってチェコスロヴァキアに移住し

たスロヴァキア系住民が残した土地や生活

基盤の規模では、移住者の需要をまかなうこ

とができないため、ハンガリー系住民の移住

は全土的に実施される必要があると決定し

ていたためだった。ハンガリー系住民の移住

に伴って、ドイツ系住民の強制移住は強化さ

れたのだった。 

 住民交換は、チェコスロヴァキア側では強

制的、ハンガリー側では自発的移住政策とし

て実施されたが、両政府が当初意図していた

ようなハンガリー系とスロヴァキア系との

交換という単純な住民の入れ替えとはなら

ず、次のような問題を引き起こした。第一に、

資産の維持という経済的問題が起こった。両

政府によって組織された移住委員会は、移住

者に対して、手放した資産の規模に応じて同

規模の土地や家屋を受けることを約束して

いた。しかし、特にハンガリーへの移住者に

対して、同等のものを提供することが充分に

できなかったため、ベーケシュ県の移住委員

会には多くの陳情書が寄せられていた。第二

に、住民交換に国民的アイデンティティに付

随する問題が起こった。住民交換の対象とな

ったハンガリーのスロヴァキア系住民は言

語や姓名、コミュニティ活動においてすでに

ハンガリー化しており、自己認識の上でもス

ロヴァキア系というアイデンティティが乏

しく、経済的メリットを目的に移住を決意し

た者も多かった。最後に、ハンガリーにおけ

る住民交換の実施にはドイツ系住民の強制

移住が深くかかわっていた。ハンガリー側で

は移住民に土地を提供するために、ドイツ系

住民の追放を強化し、さらなる強制移住の加

害に関与することになった。 

(2) Forced resettlements of residents and 

population exchanges in Baranya County, 

Hungary, after WWII 

 第二次世界大戦期にハンガリー南部にあ

るバラニャ県では、ハンガリーとチェコスロ

ヴァキア間の住民交換、セーケイ避難民の流

入、ドイツ系住民の強制移住が起こった。第



二次世界大戦期のハンガリーにおける複数

の強制移住がどのように実施され、いかなる

問題を当事者と地域社会にもたらしたのか

を考察した。 

 1941 年の国勢調査によると、ドナウ川以

西南部地域のスロヴァキア母語人口はわず

か 347人だったが、同地域から住民交換によ

ってチェコすらヴァキアへの移住を申し出

たのは 873人に及んだ。国勢調査による母語

人口よりも移住申請者数の方が上回ってい

たことから、両政府の意図とは別に自発的移

住者の間に経済的利害があったことが推測

される。 

 ドイツ系住民をドイツに追放した後、1947

年 4月から約一年間で、バラニャ県にチェコ

スロヴァキアから移住したハンガリー系住

民は 6,209人だった。隣のトルナ県とともに

全国でも移住者が最も多い県だった。それは、

ハンガリーからの自発的移住者の数よりも

チェコスロヴァキアから強制的移住を強い

られた者の数の方が大幅に上回っていたこ

とが一つの要因だった。さらにチェコスロヴ

ァキアのハンガリー系住民が土地や住宅を

所有していたものが大半だったのに対して、

スロヴァキアに向かったものは資産をあま

り持たない若年者が多かった。そのため、ハ

ンガリー政府は移住者を全土的に受け入れ

る必要があると各県に通達を出した。 

 バラニャ県の Fと Vでは、追放され、のち

に戻ったドイツ系住民、住民交換によるハン

ガリー系移住者、避難民として移住したセー

ケイ人の複数の証言者から聞き取り調査を

行った。ドイツ系住民からは強制移住の経緯、

なかでも追放対象者の選定が恣意的であっ

たこと、1941 年の国勢調査でエスニックの

帰属をハンガリー系と答えた者であっても

追放を強いられたこと、カトリック教司祭と

の親しい関係によって対象とされた疑いが

あったことなどが証言された。住民交換に関

しても、チェコへの強制労働への理由とされ

た「戦争犯罪者」のレッテルがハンガリー系

住民に付けられ、ハンガリーへの強制的な移

住対象者とされた例も見られた。また、同村

出身者であっても複数の村落に分散して移

住することを強いられた。この方針は提供さ

れる土地と家屋の数によるものだったとも

考えられるが、それによって同村出身という

共同体の紐帯が分断されることになった。 

 住民交換によって移住したハンガリー系

チェコスロヴァキア人も避難民として到着

したセーケイ人もハンガリー政府の構想で

は、ハンガリー国民と同様のハンガリー人

であった。第二次世界大戦後にポーランド

やチェコスロヴァキアが目指した単一国民

国家形成をハンガリー政府もまた目標とし

ていたのである。しかし地域社会では、各

エスニック集団が有した強制移住の経験と

特徴が際立ち、政府が強いた複数の強制移

住によってこんにちまで続く問題を抱える

ことになった。住民交換によって移住した

ハンガリー系、追放先から逃亡し帰郷した

ドイツ系、セーケイ避難民が混住すること

になったバラニャ県では、剥奪された資産

が回復されないまま、戦後、各エスニック

集団が個々に抱えた追放のトラウマとエス

ニック集団間の対抗意識によって地域社会

の再建は困難な道のりとなった。 

 

 研究の目的に掲げた 3点のうち、「a）国際

的・国内的議論から住民交換の政策決定過程

を再検討」は、調査の過程で、近年、ハンガ

リーとスロヴァキアにおいてかなり研究が

進み、充実した論文集や資料集が編纂されて

いることが判明した。そのため、本研究では、

目的の「b）住民交換に伴う地域的再編の社

会的・文化的問題を考察」を中心に、「c）住

民交換の記憶の継承と補償に関する調査」を

視野に入れて行った。 
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